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　野村グループは、持続的な企業価値向上に向けた経営
の注力テーマとして、A） 日本のフランチャイズを活かした
グローバル戦略の深化、B） 安定収益の飛躍的な成長、
C） 「プラットフォーム」提供戦略のさらなる推進を掲げて
います。バランスの取れたポートフォリオを構築し「パブリッ
クに加え、プライベート領域の拡大・強化」を基軸として、
これらの戦略を展開していきます。

A） 日本のフランチャイズを活かしたグローバル戦略の深化
　ホールセール部門は、強固な事業基盤を活用した選択
的なビジネスを推進し、既存の強みを活かしながら生産
性と収益性を高めていきます。また、成長マーケットであ
るインドや中東で既存のプラットフォームを活用し、成長
機会を追求していきます。
　さらに、本部門自らが創出した内部留保を財務資源と
する「セルフファンディング」を導入することで、自律的な
成長と資本効率性の改善を目指します。

B） 安定収益の飛躍的な成長
　ウェルス・マネジメント部門では、プロダクト・ソリュー

展開を実現できる仕組みとして、金融サービス「プラット
フォーム」を提供してきました。さらに2021年以降は、地
域金融機関との包括的な業務提携等を通じて証券業界
全体の裾野を拡大しています。今後も、証券業界の活性
化・成長の触媒となるような事業基盤を提供し、さらなる
収益確保を目指します。

　これらの成長戦略に加え、事業活動を通じてお客様や
ステークホルダーのサステナビリティへの取り組みのサ
ポートや、グループワイドのノウハウや顧客基盤を活かし
たデジタルビジネスの強化にも取り組み、さまざまな課題
解決に向けて貢献していくことで、社会的価値の創出を
推進いたします。
　以上のような成長戦略の執行や、それに向けた財務・
リスク政策、成長領域への経営資源の再配分を実行しつ
つ、投資家やアナリストの皆様との対話の深化や情報開
示の一層の充実等を通じて、安定的な成長の実現と資本
コストの低減を図ることで、目標の達成および持続的な企
業価値の向上を目指していきます。

ションの拡充による、より質の高いサービスをお客様にご
提供し、安定収益であるストック収入の拡大を図ります。
また、法人のお客様を起点として、そこで働く個人のお客
様にも、ライフステージや資産規模に応じた資産運用サー
ビスの提供による資産形成・管理のサポートや金融リテ
ラシー向上の支援を行うことで、企業の従業員エンゲー
ジメント向上、企業価値向上に貢献します。インベストメ
ント・マネジメント部門では、国内の機会を捉えた運用ソ
リューションを引き続き提供するとともに、グローバルな
インハウス運用を高度化し、運用資産残高の拡大と運用
の高付加価値化を実現します。
　ホールセール部門では、海外富裕層ビジネスのさらな
る成長に取り組みます。また、成長分野であるバンキン
グ・ビジネスでは、野村信託銀行の信託機能と野村グルー
プ内外の連携を強化し、ローンや受託ビジネスの拡充を
図ります。

C） 「プラットフォーム」提供戦略のさらなる推進
　野村グループは従来、金融商品仲介業務を通じて、事
業基盤を活用した各事業者による投資家向けサービスの

経営の注力テーマ

このパートでは、野村グループとしての価値創造に向けた戦略とその具体的な施策について説明します。
新たに作成したパーパスを踏まえ、2024年5月には、2030年に向けた経営ビジョンとして「Reaching for Sustainable Growth」を策定しました。
数値目標としては、2030年に向けて「ROE 8～10%＋の安定的な達成」、そして、「5,000億円超の税前利益の達成」を掲げています。
持続的な企業価値向上を目指すと同時に、ステークホルダーの課題解決や成長を支援しながら社会的価値を創造し、本業を通じて経済の発展、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。
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基
盤

人材戦略

人材マネジメント戦略　> P.53

戦略遂行に必要な専門性の高い
多様な人材の採用・育成。
戦略を立案・執行する経営幹部の
育成

組織戦略

行動規範　> P.83

コンプライアンス　> P.85

リスク・マネジメント　> P.89

コーポレート・ガバナンス　> P.68

ビジネス戦略を効果的に遂行する
ための組織体制の構築。チェック・
アンド・バランス機能を担保するコン
トロール、ガバナンス機能の整備

財務・リスク・資本戦略

CFOメッセージ　> P.35

コスト・コントロールの継続、規律あ
る資本政策、レジリエンス向上、ホ
ールセール部門の資本効率の向上

IR戦略

CFOメッセージ　> P.35

投資家・アナリストの皆様と
の対話、情報開示の充実

〈税引前当期純利益 〉

5,000億円超

〈ROE〉

8~10%＋
の安定的な達成

持続的な
企業価値向上

Reaching
for  

Sustainable 
Growth

〈経営ビジョン〉

経営の注力テーマを実現するための重要方針：バランスの取れたポートフォリオの構築 社会的価値の
創造

全ての
ステークホルダーに
価値を提供

● 持続的な企業価値向上に向けた戦略の全体像

全社戦略

経
営
の
注
力
テ
ー
マ

C） 「プラットフォーム」
提供戦略のさらなる推進

B） 安定収益の飛躍的な成長

✓ 資産管理ビジネスの推進によるストック収入 
 の拡大
✓ 運用ビジネスを事業ポートフォリオの中核を 
 担う規模に拡大
✓ 海外富裕層ビジネスの成長 
✓ バンキング、信託機能の強化

✓ 金融資本市場の〝プラットフォーマー〞機能の 
 強化

パブリックに加え、プライベート領域の拡大・強化

A） 日本のフランチャイズを活かした
グローバル戦略の深化

✓ 既存の強みを活かした、高収益性・
 ホールセールビジネスモデルへの挑戦 
✓ 成長が期待できるマーケットへの投資
  （インド・中東）

ビ
ジ
ネ
ス
戦
略

部門戦略の主な注力ポイント 主要3部門戦略　> P.41

✓ ストック資産残高のさらなる拡大
✓ ストック収入費用カバー率の向上

成長分野

ウェルス・マネジメント インベストメント・マネジメント ホールセール

✓ 海外（インド・中東）への注力
✓  バンキングビジネス（ローン、
受託ビジネス） の強化

✓ オルタナティブ運用資産の積み 
　 上げ
✓ 運用資産残高の拡大

✓ 海外富裕層ビジネス顧客資産残
　 高の拡大
✓ フィー・コミッション収益の拡大
✓ 収益/調整リスクアセット比率へ 
　 の意識 
✓ 経費率の改善

社会課題を踏まえた価値提供：「デジタル」「サステナビリティ」

資産管理ビジネスの
推進による成長

運用資産残高の拡大、
運用の高付加価値化

安定性、成長、多様化の
さらなる推進

野村グループ内外での連携強化、
既存のプラットフォームを活用・拡充

レジリエンス　> P.93

経済的価値の
創造

収益成長、
利益率向上

安定性向上、
資本効率性
向上

広義
資本コスト
低減

定量目標
（2031年3月期）
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≫ ビジネス戦略の実行：
 ・領域別経営の深化による収益の拡大（WM部門）
 ・ワークプレイス・ビジネスやアライアンスを通じた顧客基盤の拡大（WM部門）
 ・パブリック市場ビジネスの運用資産残高の拡大（IM部門）
 ・報酬率の高いオルタナティブ領域で成長機会の追求（IM部門）
 ・コアビジネスの規模拡大（WS部門）
 ・安定的で多様なビジネスミックスの構築（WS部門）
 ・バンキング機能の強化・拡大
 ・成長市場（インド・中東）でのビジネス機会の追求

≫  中期的に、620億円のコストの引き下げ
（2025年3月末までの500億円のコスト削減は100%執行済み）

≫ 収益/調整リスク・アセット比率を意識したポートフォリオ・マネジメントの実践
≫ 安定的かつ高ROEビジネスへの長期分散

≫ 事業ポートフォリオの継続的な見直し・入れ替え
≫ 成長分野への積極的な資本配分

≫ 配当性向40%以上
≫ 総還元性向50%以上を基本とし、機動的な自己株式取得の実施

ROEの成長

定量目標（2031年3月期）：
ROE 8～10%+の
安定的な達成

収益成長、利益率の向上

定量目標（2031年3月期）：
5,000億円超の
税前利益の達成

適正な財務レバレッジの維持

収益の拡大・多様化

安定収益の飛躍的な成長

コスト・コントロール

リスクアセットの最適配分

資本の最適配分

適切な株主還元

資産効率性の追求

WM部門：ウェルス・マネジメント部門
IM部門：インベストメント・マネジメント部門
WS部門：ホールセール部門

≫ 投資家・アナリストとの対話の強化
≫ 情報開示の拡充

≫ 安定収益の飛躍的な成長
≫ 多様なビジネスミックスの構築
≫ 成長マーケットへの投資
≫ 規律ある資本政策
≫ レジリエンスの向上
≫ 資本効率の向上

資本コストの低減

業績変動の低減

情報の非対称性の低減

持
続
的
な
企
業
価
値
向
上

● 持続的な企業価値向上に向けたロジックツリー：ROE成長および資本コストの低減を目指す

3402 価値創造に向けた戦略Value Creation Strategy for Value Creation Value Creation Platform Financial and Non-Financial Data

Strategy for Value Creation


